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間を設計する研究を行っている。その結果， x線回折と TEM観察から 平均粒径4nmの白金ナノ粒子と
15nmのパラジウム粒子が得られ，高分子保護ナノ粒子の作製に成功している。白金ナノ粒子系のプロトン
伝導性は相対湿度とともに大幅に増加し湿度 100%では，燃料電池の国体電解質に用いられているナフイオ
ン膜を凌ぐ高伝導性が観測され，ナノ金属の触媒作用が有効に機能した水分子が媒介する伝導機構の存在が
明らかにされた。
審査の結果の嬰冨
分子関力が小さい水素を媒体に吸着させることは，これまで行われてきた物理吸着法では十分安定な吸着
を得ることは困難であり，また，化学結合を用いた強い吸着では脱着が罷難になる。本研究においては，水
素の吸着と脱着をスムースに行う系として，弱い化学吸着する有機-無機複合体を新たに開発した点が高く
評価される。著者は，ルベアン酸の特性を十分に発揮させた複合体を製作しその分子構造，水素還元機構，
電気・磁気特性の解明などの基礎研究を行い，水素ドーピングによる還元のメカニズ、ムを明らかにし水素
化学吸着の新しい研究分野を開拓した。その研究成果は国内外で高い評価を得ており，学位取得に十分な内
容と判断される。
よって，著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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